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１．背景と目的

　舗装の維持管理において，シール材のクラック注入や切削工法を適用し，一定期間（3年程度以上）同

工法の効果を持続させることによって舗装を延命し，コスト縮減を図ろうとする「予防的修繕」工法の取

り組みがなされており，今後は修繕計画立案のために，従来の修繕工法に加えて予防的修繕の視点が欠か

せなくなるものと考えられる．そこで，わだち掘れやひび割れなどの舗装路面の機能低下に対して，予防

的修繕工法などの維持修繕工法を適用する場合の将来路面状況の推移予測や，舗装維持修繕の年度計画立

案を支援するマネジメントシステムを構築することを目的に検討を行った．
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２．システムの概要

　開発したシステムは，ひび割れ，わだち掘れ，平たん性，MCIなどの路面性状調査データベースを基に，

図 -1 に示す初期入力画面において計算に必要な各種条件（初年度の補修予算，将来の予算伸び率，社会

的割引率，車両走行速度，LCC解析年数，補修の参考補修費）を入力することで，積雪寒冷地である北海

道において予防的修繕工法を適用した場合の修繕箇所選定や修繕計画立案，および将来の路面性状予測が

できるマネジメントシステム（舗装修繕計画策定支援システム）である．従来の切削オーバーレイ工法だ

けでなく，予防的修繕を考慮した条件設定が行えるように，図 -1 の赤枠で示す予防的修繕を適用した場

合の項目を設けているのが特徴であり，ひび割れ率とわだち掘れ量の予測値に応じて，図 -2 に示すとお

りシール材注入，シール材注入＋切削，切削，

修繕（切削オーバーレイ等），の 4種類の工法

を適用する．システムの機能を大別すると以

下の 2つの機能に分けられる．

図 -2　予防的修繕の工法区分

  

図 - 1　開発したシステムの初期入力画面

　1)　補修箇所・時期選定支援機能

　2)　路面性状将来予測機能

　なお，路面性状値の劣化予測には既往の研

究成果 1)を用いている．また，予防的修繕工法

が適用された箇所は，その後3年間は修繕対象

箇所として計上しない扱いとしている．

３．システムの機能

( 1 )　補修候補箇所・時期選定支援機能

　補修候補箇所・時期選定支援機能における

具体的な作業フローを図-3に示す．最初に，対

象とする道路網や各種の計算条件を入力する

と，路面性状調査データを基に，システムが将

来の路面性状を自動予測し，予測結果に基づ

いて最大 15年後までの補修候補箇所の選定と

補修実施時期の選定を自動的に行う機能であ

る．必要に応じて，図 -4 に示すようにシステ

ムによる自動選定の後に道路管理者が計画を

修正できるようにもなっている．最終的に，確

定した各年度の補修箇所，工法，工事費を図 -

5 のように一覧表の形式で帳票表示できる．
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図 - 5　補修箇所と工事費の出力帳票

図 - 4　予防的修繕工法における補修箇所・時期選定画面図 - 3　補修箇所・時期選定機能のフロー

( 2 )　路面性状将来予測機能

　予防的修繕をはじめ，予算や管理目標など様々な条件で維持修繕を行った場合の，将来的な路面性状値

の推移を予測する機能である．予測は最大 40年まで可能である．この機能により，道路管理者が中長期

的な道路の管理計画を立案する場合に，路面性状や費用の推移を試算することによって，施策の妥当性を

検討することができる．

　

４．まとめ

　本研究をまとめると以下のとおりである．

(1)　従来主として行われている切削オーバーレイ工法による修繕に加え，シール材や切削工法による

予防的修繕に関する機能を追加し，予防的修繕工法を適用した場合の補修箇所選定や補修計画立案、

および将来の路面性状予測ができる舗装修繕計画策定支援システムを開発した．

(2)　本システムにより，予防的修繕箇所などの選定や，年度計画の立案作業の効率化を図ることがで

きると考えられる．

　今後は，操作性の改善や，出力帳票形式などについて改良を進め，維持修繕の実務担当者による試用な

どを経て，実用性を高めていきたいと考えている．

 

要求区間の連結と

補修工法の再設定

（手動選定）

補修工法の選定

（自動選定）

路面性状調査データ 用意

・解析道路網の設定
・計算条件の入力

1) 路面性状値の予測

※自動計算、100m区間毎

2) 要修繕候補区間を抽出、
　　補修工法の選定

（※自動計算、100m区間毎）

3) 補修工事区間の連結・再選定

※自動計算後、手動修正

4) 補修区間、工法、工事費の年度計画
一覧表　出力（※自動計算）
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